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　定時総会を経て引き続き会長職を拝命いたしました。会員の皆さまに心よりお礼申し上げます。
福井法人会がこうして地域に根ざした活動を継続できるのは、ひとえに会員の皆さまをはじめ、
税務ご当局や友誼団体の皆さまのご支援とご協力の賜物であり、深く感謝申し上げます。また、
今年は 6月より全国的に猛暑が続き、日々熱中症対策など、皆様におかれましては、長期間にわ
たりご苦労が続いていることと存じ、心よりお見舞い申し上げます。
　さて、本会では、マンダラチャート（ 6ページ参照）を活用して福井法人会全体の事業方針を
共有できればと考えております。会員企業の皆様と有機的な連携を図りながら、税務・経営に関
する情報提供や研修会の開催をはじめ、キャッシュレス納付のさらなる普及促進、租税教育の充実、
地域社会に貢献する各種事業に力を注いでまいります。
　とりわけ健康経営の推進については、本年度より総務委員会内に小委員会を新設し、準備を本
格化いたします。社員の健康維持は、企業の持続的な発展のみならず、社会保険財政の健全化に
も資する重要なテーマです。令和 8年度の本格展開に向けて、その基盤づくりを着実に進めてま
いります。 先般、健康経営の先進事例として、京都にある精密板金製造の株式会社西田製作所様
を訪問いたしました。新社屋の建設にあたり、経営陣の強力なリーダーシップのもと、健康経営
を含む多岐にわたる取り組みを推進されており、社員を大切にする企業風土が、企業基盤の安定
化と業績向上につながっていることを、実感をもって学ぶことができました。
　また、会員拡大にも注力し、組織運営の維持、会員企業にとってのメリットを活かすべく、研
修会などを展開してまいります。あわせて、女性の社会進出の後押しや、次世代企業経営者の育
成も視野に入れ、女性部会・青年部会を中心とした活力ある事業展開を推進してまいります。
　さらに、福利厚生制度保険 3社の皆さまには、会員企業に寄り添った丁寧なご対応と制度推進
へのご尽力を日頃より賜り、心より感謝申し上げます。今後とも、制度の普及と活用に向けてご
協力をお願い申し上げます。
　福井法人会は、「税のオピニオンリーダー」として、「YES ZEI（税）CAN！― 健康で明るく、
しなやかな未来へ」をテーマに掲げ、地域社会と企業が健やかに共生する未来を見据え、一歩ず
つ着実に歩みを進めてまいります。今後とも温かいご支援とご参加を賜りますよう、心よりお願
い申し上げます。

YES ZEI（税） CAN！
　― 健康で明るく、しなやかな未来へ

  公益社団法人　福井法人会　会長　吉岡　正盛



2vol.88

ご　挨　拶

福井税務署長　松戸　寛

　公益社団法人福井法人会の皆様におかれましては、日頃より税務行政に対しまして、深い御理解と
御支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　この度、福井税務署長を拝命いたしました松戸でございます。
　貴会におかれましては、税務・経営に関する各種説明会の開催、小学生を対象として、女性部会で
は「税に関する絵はがきコンクール」、青年部会では「租税教室」を実施されるなど税知識の普及と
納税意識の高揚に資する活動に積極的に取り組んでいただいております。さらに、昨年11月には、「第
三十八回法人会全国青年の集い福井大会」が盛大に開催され、青年部会の皆様におかれましては大会
運営に御尽力されたと伺っております。
　このような幅広い活動を展開してこられたのは、ひとえに吉岡会長をはじめ役員の皆様、会員の皆
様並びに事務局の皆様の長年にわたる御尽力の賜物であり、深く感謝し、敬意を表します。

　さて、近年、税務行政を取り巻く環境は、経済社会のグローバル化・デジタル化等により大きく変
化している中、国税庁におきましては、納税者の利便性の向上、課税・徴収事務の効率化・高度化、
事業者のデジタル化促進という三つの柱を掲げ、「税務行政のＤＸ」を推進しております。

　事業者の皆様に対しましては、キャッシュレス納付及び添付書類を含めたALLｅ-Taxの利用拡大、
デジタルインボイスの普及などのデジタル化促進等の取組を進めております。
　最近では、その取組の一環として「国税のキャッシュレス納付」推進の観点から、キャッシュレス
納付の利便性を体験できる「源泉所得税のキャッシュレス納付体験コーナー」を国税庁ホームページ
に開設したところです。
　福井税務署では、「ふくい電子納税推進プロジェクト」と連携し「キャッシュレス推進デー」として、
税務署窓口において、源泉所得税を納付される源泉徴収義務者の方に対し、キャッシュレス納付の概
要説明及び利用勧奨を行う取組を行っております。

　福井法人会の皆様には、貴会の様々な活動を通じて多大なる御支援をいただいているところではご
ざいますが、引き続き、私どもの取組に対しまして、より一層のお力添えを賜りますようお願い申し
上げます。
　結びに当たりまして、公益社団法人福井法人会のますますの御発展と会員の皆様方の御健勝並びに
事業の御繁栄を祈念いたしまして着任の挨拶とさせていただきます。
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“福井税務署長に聞く”
 福井税務署長 松戸　寛

1.　自己紹介をお願いします。
　福井県越前市出身です。
　福井税務署勤務は５回目です。前回は、平成27事務年度に総務課長をしていました。
　これまで国税局の資産課税課や資産評価官など資産課税関係の部署を中心に在籍していました。

2. 税務署に入ったきっかけを教えてください。
　特別な信念や正義感をもって税務職員を志したわけではありません。安定した職業であり、また、税務
職員であった親戚の者から「長年勤めれば税理士になれる。」と勧められたことがきっかけで採用試験を
受けました。

3. 新人の頃のエピソードがあれば教えてください。
　上司に連れられて調査に行ったとき、私がトイレをお借りしている間に、納税者の方が不正を認め修正
申告書を提出したいと、急展開していました。帰り道、上司に「すごいですね。」と言ったところ、上司
からは逆に「松戸君すごいな。納税者は、松戸君には嘘をつけないと言って自白したんだよ。」と聞かさ
れました。なんとも不思議な出来事でした。

4. 仕事で印象に残っていることは何ですか。
　これまで、税務署での税務調査、国税局での運営方針の決定や路線価等の評定、国税不服審判所での公
正な第三者的機関としての調査・審理など、さまざまな仕事に従事してきましたが、それぞれに思い入れ
があり印象深い仕事ばかりです。特に、先輩、同僚、部下職員など、多くの職員に助けられてきたことが
最も印象的といえます。

5. 仕事をする上で常に念頭においていることは何ですか。
　税務署に入るときには強い正義感などありませんでしたが、入ってからは、適正な申告・納税を行って
いる納税者の方々が不公平感を抱くことのないよう適正・公平な課税及び徴収の実現に向けて努めること
が責務であるということを常に意識して取り組んできました。また、納税者の方々の立場に立って行動す
ることも忘れてはならないと思っています。

6. 日常生活で心がけていることがあれば教えてください。
　人との縁を大切にすることです。
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7. 税務当局として今後の法人会に何を期待しますか。
　近年、税を含むあらゆる分野でデジタルの活用が急速に広まっている中、税務においてデジタルの活用
が広まることは、事業者の皆様にとりまして税務手続きの簡便化だけではなく、業務の効率化による生産
性の向上等にもつながることが期待されます。
　福井税務署といたしましては、税務手続きのデジタル化と併せて、事業者のデジタル化も促進すること
で、更なるデジタル社会の実現に向けて貢献していきたいと考えており、その一環として、ｅ－Ｔａｘ申
告及びキャッシュレス納付の利用促進に向けて、納税者目線を大切に、きめ細やかな施策を実施していき
たいと考えていますので、引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

福井税務署人事異動（令和７年７月10日付）（法人関係分） 　　　（敬称略）

松
まつ
戸
と
寛
ひろし

生年月日 昭和40年生まれ（60歳）
出 身 地 福井県
略　　歴 昭和59年 4 月　金沢国税局総務部総務課（採用）
 平成27年 7 月　福井税務署総務課長
 平成28年 7 月　金沢国税不服審判所国税副審判官
 平成30年 7 月　富山税務署副署長
 令和元年 7月　富山税務署筆頭副署長
 令和 2年 7月　金沢国税局課税部資産評価官
 令和 4年 7月　金沢国税局課税部資産課税課長
 令和 5年 7月　三国税務署長
 令和 6年 7月　名古屋国税不服審判所部長審判官
 令和 7年 7月　現職

【福井税務署長　略歴】

職　　名 氏　　名 前　　任

署 長 松
まつ

戸
と

寛
ひろし 名古屋国税不服審判所

　部長審判官

副 署 長 （ 筆 頭 ） 森
もり

山
やま

友
とも

行
ゆき 金沢国税局

　調査査察部　調査第三部門
　統括国税調査官

法人課税第一部門
統括国税調査官 米

よね

田
だ

茂
しげ

大
ひろ 金沢国税局

　課税部　資料調査第二課　総括主査

法人課税第一部門
総括上席国税調査官 團

だん

弘
ひろ

和
かず 武生税務署

　法人課税第一部門　総括上席国税調査官
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正副会長並びに委員長紹介

支 部 長 等 紹 介
支 部 名 氏 　 　 名 法 人 名

旭 支 部 長 村　中　美紀夫 村中建設㈱

日之出支部長 杉　田　　　尊 丸杉不動産㈱

啓蒙円山支部長 見　谷　英　貞 ミルコンホールディングス㈱

和 田 支 部 長 清　川　忠　幸 清川メッキ工業㈱

松 本 支 部 長 小　林　勝　幸 小林電工㈱

宝 永 支 部 長 谷　根　雅　彦 北陸設備工業㈱

春 山 支 部 長 白　崎　裕　嗣 ㈱室次

明 新 支 部 長 西　田　康　蔵 西田建設㈱

中 央 支 部 長 古　市　恭　也 フリックイン福井㈱

順 化 支 部 長 伊　尾　慶　市 ㈱サンセツエンジニア

西 部 支 部 長 増　田　喜一郎 ㈱増田喜

足 羽 支 部 長 金　木　正　隆 ㈲カナキ保険

木 田 支 部 長 横　山　剛　史 横山電機㈱

花 堂 支 部 長 伊　藤　潤一郎 ㈲いとう印刷

中 藤 支 部 長 前　田　　　弘 カーエス㈱

副会長

市橋　真紀
ユアーズホスピタリティマネジメント㈱

副会長

松井　　誠
ホンダカーズ福井㈱

総務委員長

杉田　　尊
丸杉不動産㈱

支 部 名 氏 　 　 名 法 人 名

麻生津支部長 小　谷　哲　治 隆機工業㈱

森田河合川西支部長 米　澤　稔　喜 ㈱米澤物産

社 支 部 長 井　関　俊　治 ㈱シセード

東 部 支 部 長 山　崎　栄　一 ㈲山一建設

西安居支部長 橋　本　孝　一 ㈱ハシモト工房

松 岡 支 部 長 水　野　直　人 黒龍酒造㈱

永平寺支部長 西　村　　　治 ㈱西村組

上 志 比 支 部 長 前　田　恒　雄 ㈲アドマスター

清水越廼支部長 河　上　淳　一 三崎屋電工㈱

美 山 支 部 長 髙　﨑　俊　二 高崎建設㈱

青年部会会長 北　川　　　聡 ㈱北川

女性部会会長 市　橋　真　紀 ユアーズホスピタリティマネジメント㈱

監 事 森　陰　輝　夫 森陰輝夫税理士事務所

〃 近　藤　道　生 近藤不動産鑑定・会計事務所

専 務 理 事 海 道 　 正 美 （公社）福井法人会
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作文・ポスター
など啓発活動 納税意識の高揚 税務連絡協議会 親子ふれあい

ステージ
少年サッカー大会

法人会カップ
中学・わんぱく

駅伝 会員増強 WORTH/
FAX通信

自主運営（事業
計画・会計計画）

税務署長との
懇談会など

税務行政への
協力

友誼団体との
連携

一般向け講演会、
ほうじん寄席

公益と社会
貢献の推進

財政健全化の
ための健康経営
プロジェクト

女性理事の増加 会務運営の
円滑化

友誼団体との
連携

税を考える週間
（11月）

SDGs16
平和と公正を
すべての人に

確定申告時に
税の啓蒙活動

支部活動
地域イベントへ
の参加・協賛

SDGs11
住み続けられる
まちづくりを

税に関する
絵はがき・作文・

ポスター等を
通して租税教育

人間ドック・
PET補助、

福利厚生制度
還元事業

親睦ボーリング・
ゴルフ大会

保険3社との
連携

税制改正要望・
提言

（要望事項の
アンケート実施）

全国大会
（親会、青年部、

女性部）

税制改正に対し
ては情報提供

税務行政への　
協力

公益と社会貢献
の推進

会務運営の
円滑化

全国法人会
総連合

北陸法人会
連合会

福井県法人会
連合会
8110社

広報活動 税のオピニオン
リーダー

中小企業の経営
環境と税制との

連携

税のオピニオン
リーダー

公益社団法人
福井法人会
3639社

全国、北陸、
県連

全国大会（親会、
青年部、女性部）

全法連、北法連、
県法連
8110社

税制改正要望・
提言

DXの取り組み
への強力な推進

小中高生への
正しい税知識の

教育

正しい納税意識
の啓蒙

税務・経理等
知識の普及

青年部会
107名

女性部会
80名

各地法人会との
情報交換

地域社会貢献事
業（イベントな
どへ特別協賛）

単位会への助成
金運営事業

決算期別説明会 参考図書配布 健全な経営 真価塾、研修会、
研修旅行

親子ふれあい
ステージ、
租税教室・
税金クイズ

税務署長との
懇談会

研修会、企業見
学会、県女連研

修会など

絵はがきコンク
ール、税金教室・

紙芝居

税務署長との
懇談会

年末調整説明会 税務・経理等
知識の普及

インターネット
セミナー

北陸青年の集い
福井大会

R８年２月17日

青年部会
107名 会員増強 全国女性

フォーラム 
女性部会
80名

女性理事の活躍、
女性経営者の

応援

実務者セミナー
SDGｓ8

働きがいも
経済成長も

企業視察研修

SDGs3
すべての人に
健康と福祉を

～財政健全化の
ための健康経営
プロジェクト

社会貢献活動
会員交流、

納涼懇談会・
卒業生を送る会

SDGs7
エネルギーをみ
んなにそしてク

リーンに
～いちごプロジ

ェクト

社会貢献活動
（ガン患者へ

タオル帽子
づくり等）

会員交流、
会員新年会

YES ZEI（税） CAN！

福井法人会版「マンダラチャート」YES ZEI（税） CAN！ ～健康で明るく、しなやかな未来へ～

公益社団法人福井法人会

令和 7・8年度方針

YES ZEI（税） CAN！～健康で明るく、しなやかな未来へ～

【重点事項】
　　①財政健全化に向けた健康経営プロジェクトの推進
　　②女性部会の感性と青年部会の若い力を事業運営のエッセンスとして
　　③出席しやすい環境をつくる～気楽で楽しい雰囲気づくり
　　④理事以外の会員にも法人会の存在感を感じてもらう
　　⑤会員の拡大～無理なくしなやかに輪を広げよう
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　総務委員会
社会貢献事業
１　親と子のふれあいステージ

 1月17日（土）　フェニックス・プラザ
２　著名人による講演会（税を考える週間）

 11月17日（月）　フェニックス・プラザ

３　支部の事業
 各支部において地域の他団体との協賛事業

４　県連の事業
 ⑴ ひよこ手帳キャンペーン
 ⑵ キッズ用防犯ブザープレゼント
 ⑶ 法人会カップ2025 Ｕー12 福井県少年サッカー大会
 ⑷ 中学駅伝・わんぱく駅伝

租税教育事業
１　青年部会の事業

 租税教室　管内小学校
 親子税金クイズ（1月17日（土）　フェニックス・プラザ）

２　女性部会の事業
 税に関する絵はがきコンクール（7月～8月に募集）
 紙芝居
 税金教室

３　支部の事業
 紙芝居と税金クイズ（各支部のイベント会場）

４　県連の事業
税金クイズ（少年サッカー、中学駅伝・わんぱく駅伝
の参加者）

　組織委員会
組織基盤強化・維持

支部役員による法人会員の加入勧奨を積極的に行い、
合せて退会の未然防止に努める

　税制委員会
１　税制改正要望意見等の集約　４月～５月

令和8年度税制改正に向けてのアンケート集約と改正
要望意見のとりまとめ

２　関係機関への要望等　10月～11月
全法連でまとめた要望・提言を県選出の国会議員、地
方自治体の首長・議会議長に要望書を手交

　広報委員会
１　会報「WORTH」の発行

 8月下旬と1月下旬

２　ファックス通信「福井法人会ニュース」の発信
 毎月1回

３　ラジオＣＭ放送
 10月～11月　ＦＭ福井

　研修委員会
１　実務者セミナー

 7月～2月　毎月1回　計8回　福井県自治会館

２　得する決算期セミナー
 6月、10月、2月　計3回　福井県自治会館

３　聴いて得するセミナー
４　オンデマンドサービス

 インターネットからのセミナー受講

５　小冊子の配付
 税務、経営その他の参考図書

　厚生委員会
１　人間ドック受診料の助成
２　PET健診の料金割引制度

 済生会病院と福井大学医学部附属病院
 一般料金の5％割引

３　福利厚生制度推進
 大型保障制度、ビジネスガード、がん・医療保険

４　貸倒保障制度（取引信用）保険
 三井住友海上火災保険

令和７年度の事業計画の主なもの
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令和 8年度 税制改正要望事項（抜粋）
公益社団法人 福井県法人会連合会

１．基本的な課題
（1）税・財政改革のあり方
①財政健全化に向けて

　財政健全化は国家的な課題であり、日本経済の将来にわたる持続可能性を高めるためにも本格的な歳出・
歳入の一体的改革を進めることが重要である。
②社会保障制度に対する基本的考え方

　社会保障制度の基本は保険料による支え合いであり、社会保障と税の一体改革は、消費税率引き上げを持
って一旦の区切りを迎えたが、一般歳出の50％以上を社会保障費が占める現状において持続可能な社会保障
制度を作っていくには、社会保障の負担のあり方について不断の検討が必要である。
　中小企業においても「賃上げ」を求めるのであれば手取額の増加として社会保険料の引き下げ実施を要望
する。
　なお、役員の報酬及び賞与について、その支給の方法によっては税収面においては法人税、所得税とも結
果的には影響はないものの、社会保険上は標準賞与額に限度が定められていることから、支給される報酬総
額は変わらないのに雇用者（法人）及び役員が負担する社会保険料を削減できることとなる。賞与の社会保
険料率の適用に当たってはその上限を撤廃するなど何らかの手当てがされるべきである。
③行政改革の徹底

　行政改革を徹底するに当たっては、地方を含めた政府・議会自らが「まず隗より始めよ」の精神に基づき、
率先して身を削らなければならない。
　次の事項について、明確な期限と数値目標を定めて改革を断行するよう求める。

一　国･地方における議員定数の大胆な削減､ 歳費の抑制。また、調査研究広報滞在費や政務活動費等の
適正化と使途の透明化。

二　厳しい財政状況を踏まえ、国・地方公務員の効率的な要員確保と能力を重視した賃金体系などによる
人件費の抑制

（2）経済活性化と中小企業対策
①中小企業の活性化に資する税制措置

　中小企業は、全国法人数の約99％、その雇用数は約70％を占めており、我が国にとって重要な経済主体で
ある。これまでも、中小企業に対しては、設備投資等の促進や事業承継に対する支援、生産性向上のための
支援などが行われ、中小企業投資促進税制及び中小企業経営強化税制については、その適用期限が令和 9 年
3 月31日まで延長されているところ、更なる延長を求める。
　このうち中小企業経営強化税制の収益力強化設備（Ｂ類型）については、投資計画における年平均の投資
利益率の見込みが 5 ％以上から 7 ％以上に引き上げられ、拡充措置において売上高100億円超を目指す成長
意欲の高い中小企業の設備投資に対して、建物が税制の対象設備となる措置が講じられたが、対象企業はか
なり絞られることが想定される。設備投資を促進し地域経済に好循環を生み出すためには、適用要件の緩和
が必要である。
　また、中小企業者等における賃上げ促進税制が改正され期限も延長されているところ、原材料価格、電気代・
燃料代の高騰等コスト上昇に本来従業員の賃上げに充てられるはずの原資を圧迫している実態があり、更な
る制度の強化を要望する。
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　さらに、中小企業に適用される軽減税率の特例15％は２年間延長されたが、これを本則化すること、また、
軽減税率適用金額を1600万円に引き上げることを要望する。
　税制改正に伴う事務作業に伴う負担が増し、いわゆる納税協力コストも増加しているものと考えられる。
汎用性のあるシステム、ソフトの早期無償提供あるいはシステムの改修に直接要した費用の一部の税額控除
を要望する。
②事業承継税制の拡充

　少子高齢化が進む中、中小企業の数は年々減少しており、特に中小企業の休廃業・解散件数が増加してい
る。経営者の平均年齢は上昇しており、後継者不足が深刻な問題となっている中、中小企業の事業承継が一
段と厳しさを増している。
　また、近年は大手企業から中小企業へのM＆Aのアプローチが多数届き、自社を売却するオーナーも多数
見受けられる。我が国経済の主役は全国法人数の大多数を占める中小企業である以上、事業承継がスムーズ
に実行できるよう異次元の事業承継税制（現行制度よりもシンプルかつ効果があり、多くの中小企業が利用
できるもの）を策定されるよう要望する。
　非上場会社の株式に係る相続税、贈与税の納税が猶予及び免除される法人版事業承継税制の恒久化を求め
る。
③消費税への対応

　二つの異なる要望事項があるので併記する。
　これまでも消費税率については単一税率が望ましいと求めてきたところであるが、軽減税率制度は逆進性
対策として非効率であり、財政への影響が大きいこと、また、事業者及び課税庁のコスト削減等の観点から
も、単一税率制度を要望する。低所得者の負担軽減については、総所得の上限を定めて、それ以下の所得者
に対し給付金を支給することにより対応する。
　一方、物価高の対策として消費税減税を要望する。消費税の減税は、物価上昇にすばやく対応できる即効
性のある対策であり、日々の暮らしや経済活動を支え事業者の負担も軽減される。ただし、消費税は一般会
計の重要な財源であり、財源の確保や再増税の難しさといった点も考慮する必要がある。
　インボイス制度が導入され制度全体が複雑化し、事業者及び課税庁双方の事務負担が増大するものとなっ
ている。また、新たにインボイス発行事業者となった小規模事業者の中には、取引先の理解が得られず価格
転嫁が進んでいないとの現状もあり、中小事業者向けのさらなる支援策や簡易方式の導入など事業者の事務
負担が過度とならないよう要望する。

（3）地方のあり方
①地方創生

　京都府では景観保全と都市計画との調和等の理由から建物の高さ制限を設けているが、これを地価・家賃
高騰や災害時のリスク分散、人材の偏在のといった観点から長期的に東京都において実施し東京一極集中を
解消するよう要望する。
②財政・行政の効率化

　スモール行政＝スマート行政であり、地方を含めた行政のデジタ化、民間におけるデジタル技術の活用促
進などを一層加速化し、国民一人一人のニーズに合った行政サービスの実現に向けて、機動的かつ効率的、
効果的なシステム整備に資する調達等を推進し、対面・書面・押印を求める規制・慣行の見直し等に取り組
み、我が国の社会変革を一気に進めるよう要望する。
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２．税目別
（1）法人税関係
①少額減価償却資産の見直し

　これまでも、少額の減価償却資産の損金算入制度について、複数の取得価額基準が混在しており、税制の
簡素化、事務処理の簡便化の観点から、全ての制度を統合し、全ての法人について取得価額50万円未満は全
額損金算入できるように見直すよう要望してきているところ。直ちに見直しができないのであれば当面は、
施行から相当年数が経過している10万円未満の基準を30万円未満とすること。

（2）個人所得税
　我が国は欧米に比較してＧＤＰも低く、安い賃金で働いている。これを是正するため時限的に上昇賃金非課
税制度を導入することを要望する。
　なお、手取額の増加を実感してもらうことが目的であり、社会保険料の算定・徴収にもこれを適用する。

（3）相続税・贈与税関係
　経済の活性化に資するよう、相続税・贈与税の基礎控除の引き上げを要望する。取引相場のない株式は換金
性に乏しいことを考慮し、評価のあり方を見直すことを求める。
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第14回定時総会第14回定時総会
　公益社団法人福井法人会は令和７年６月４日、福井商工会議所ビルのコンベンションホールにて、定時総会を

開催した。

　議事では、令和６年度収支決算の審議が行われ満場一致で承認され、その後、令和７年度の事業計画及び収支

予算が報告された。

　また今年は役員改選の時期であり、理事の選任を決議した。さらに総会終了後において臨時理事会を開催し代

表理事及び業務執行理事を選定した。

　その後引き続き、放送作家・漫才作家　村瀬健氏による「お笑い芸人に学ぶ！豊かな人間関係を築くためのコ

ミュニケーション術」と題して記念講演会を開催した。

実務者セミナー実務者セミナー
　社会貢献事業の一環として、会員企業の日頃の実務に役立つテーマを題して８回にわたりセミナーを開催します。

　今年度の日程・内容・講師は次のとおりです。

①７年７月16日㊌　「令和７年度税制改正について」	 税理士　髙間勝徳 氏

②　　８月21日㊍　「退職金の会計と税務」	 税理士　髙間勝徳 氏

③　　９月16日㊋　「カスタマーハラスメントの理解（企業のカスハラ対応が義務化へほか）」

	 	 特定社会保険労務士　井上徳彦 氏

④　　10月22日㊌　「生命保険・損害保険の会計と税務」	 税理士　髙間勝徳 氏

⑤　　11月18日㊋　「2026年に向けた法改正の動きについて（労基法ほか）」

	 	 特定社会保険労務士　井上徳彦 氏

⑥　　12月11日㊍　「実務に活かす最新重要労働裁判例」	 弁護士　勝見泰斗 氏

⑦８年１月20日㊋　「ホットな労働問題」	 弁護士・弁理士　網谷　威 氏

⑧　　２月12日㊍　「経営者が理解すべき相続の知識」	 弁護士・弁理士　網谷　威 氏

　いずれも開催場所は自治会館２階多目的ホール、時間は13時30分～15時30分となっております。

　受講をお持ちしています。

※講師等の都合によって、日時等が変更になる場合があります。
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「TAKE ACTION 〜次代につなぐ〜」

　本年度、福井法人会青年部会 第21代の会長を務めさせて頂きます、北川聡と申します。会の
発展と、地域ならびに会員の皆様に少しでもお役に立てますよう、微力ではございますが精一
杯務めさせて頂きますので、どうぞ宜しくお願い申し上げます。　
　昨年の、「第38回法人会全国青年の集い　福井大会」では、全国各地より2000名を超える方々
に来福いただき、「また家族で福井に来たい」とのお声も頂戴しました。多くの皆様のご協力の
もと、成功裏に終えることができました。この場を借りて御礼申し上げます。ありがとうござ
いました。
　さて、私たちを取り巻く環境は大きく、そして急激に変化をしています。ウクライナ情勢は
いまだに終わりが見えず、イスラエルを中心とする中東情勢は加速度的に悪化をしております。
また、トランプ関税に、令和の米騒動と良い話題がない中でも、私たち経営者は企業を存続さ

せていかなければなりません。そうした中、私たち法人会は『税のオピニオンリーダーたる経営者の団体として、企業の
発展を支援し、地域の振興に寄与し、国と社会の繁栄に貢献する』という理念のもと活動していますが、その存在意義は
増してきているのではないでしょうか。
　私たち青年部会では、「国の財政健全化のための健康経営プロジェクト」と「租税教室」を事業の大きな柱として活動
していますが、本年度は「TAKE ACTION ～次代につなぐ～」をスローガンに、一人ひとりが積極的な事業への参加。
事業を通しての経営者としての成長。そして地域に貢献してまいります。
　最後に、青年部会の事業へのご理解とご協力をお願い申し上げますと共に、会員の皆様のご健勝とご繁栄を心から祈念
致しまして、会長就任のご挨拶とさせて頂きます。２年間、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

青年部会だより青年部会だより

女性部会だより女性部会だより
ご挨拶

会長　北川　　聡
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　令和7年5月18日（日）・19（月）の１泊２日の日程で、役員研修旅行が行われました。

　メインの企業視察は㈱西田製作所（京都市伏見区）様を訪問しました。

　精密板金業を営む法人ですが、従来は属人化されていたものを、IT化、かつAIを活用して標準化に力を注

いでいる取組及び本年度から法人会が会として取り組む財政健全化のための「健康経営」について、「健康経

営優良法人2025ブライト500」認定の具体的取組を説明いただきました。その後工夫のこらされた休憩室、

工場等を見学し、参加の皆さんからも多くの質問がでるなど、今後の参考（ヒント）を得ることができ、有

意義な研修旅行となりました。

支部の事業活動支部の事業活動
地域密着の社会貢献地域密着の社会貢献

役員研修旅行役員研修旅行
（厚生委員会）（厚生委員会）

和太鼓コンサート和太鼓コンサート
道2025道2025

中央支部中央支部
フェニックス・プラザ小ホール

令和７年3月30日（日）
20歳未満飲酒防止20歳未満飲酒防止
キャンペーンキャンペーン

西部支部西部支部
福井駅前 令和7年4月8日（火）
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広報委員会広報委員会

足羽川桜並木を次世代へ

　福井市の春を象徴する名所、足羽川桜並木。開花時期には、桜のトンネルとして美しい景観をつく

り出し、大勢の方に親しまれています。この桜並木は市民の手によって植えられ、大切に育てられて

きました。しかし、この桜並木も、植樹から70年以上が経過し、毎年台風や積雪によって倒木や枝

折れが発生しています。また、衰退も目立ち始めてきました。法の規制により、同じ場所に新たに植

えることもできないため、このままでは足羽川桜並木を次世代へつないでいくことができません。福

井市のシンボル、「足羽川桜並木」を30年先、50年先の世代へとつないでいくため、福井市は令和６

年４月から「足羽川桜並木の長寿命化対策」を開始しました。桜を長寿命化させ次世代へとつないで

いくために、「強剪定」という処置を行うことを決定。強剪定とは、伸びた枝を伐採する剪定と違い、

衰退した幹や枝を伐採し、桜の萌芽成長を促すものです。この強剪定という方法は、桜の名所として

有名な青森県弘前市の弘前公園内の桜で行われており、弘前公園には足羽川の桜を上回る樹齢100年

を超える桜が多く咲いています。

　足羽川桜並木には、2024年から2028年の５年間に強剪定が必要とされる桜が約220本ありま

す。この桜を５年かけて強剪定を行い、足羽川桜並木を守っていく予定です。財源については、福井

市民だけではなく、全国の方々と一緒に足羽川桜並木を育てていくためクラウドファンディングで寄

付を募集しています。このプロジェクトは2024年から５年計画でスタートしています。計画１年目

の2024年は大変多くの寄付が集まり、約60本の強剪定を実施することができました。また、強剪定

した枝は希望する方に無償で配布されました。しかし、衰退の始まっている手入れが必要な桜はまだ

160本ほどあり、足羽川桜並木を将来へと残していくためには、これからもたくさんの方々の支援が

必要となります。ふるさと納税でも寄付を受け付けているみたいです。福井県民の財産をみんなで守

り継いでいきましょう
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研修委員会からのお知らせ研修委員会からのお知らせ

総務委員会からのお知らせ総務委員会からのお知らせ

【福井法人会会員限定　無料】
インターネット・セミナーお薦めプログラムのご案内
「セミナーを受講したいけど、忙しくて時間がない！」「継続的に社員研修を行いたい！」など、従来の参集型セ

ミナーでは参加が難しい会員の皆様向けに、「インターネット・セミナー」をご用意しています。

従業員の社員研修やテレワーク時の自己研鑽、空き時間の活用などに是非ご利用ください。

税を考える週間記念講演会開催のお知らせ
テレビでおなじみの苗字研究家　髙信先生をお迎えし、苗字をテーマに講演会を開催いたします。

多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

開催の詳細、申込方法については、あらためてお知らせいたします。

令和７年４月〜６月の期間
福井法人会IDでのアクセス数が多かった講座のご紹介

・「2025　改正労働法のポイント」

・「ＡＩ活用　爆速仕事術」

・「ハラスメント講座」

受講は、福井法人会ホームページ「インターネットセミナー」のバナーから。
ID、パスワードをお忘れの場合は、法人会事務局にお問合せください。

日　時：令和７年11月17日（月）
会　場：フェニックス・プラザ　小ホール
講　師：苗字研究家　髙信　幸男 氏

「税を考える週間記念講演会」「税を考える週間記念講演会」

福井法人会ホームページはこちらから。

https://www.fukui-houjinkai.or.jp/

福井法人会
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新入会員名簿

※五十音順

法　人　名 支　部　名 業　　務

（株）アジサイ 啓 蒙 円 山 不動産

（株）いろは 啓 蒙 円 山 不動産

（株）ウルトラ 啓 蒙 円 山 不動産

（株）エリーゼ 啓 蒙 円 山 不動産

（株）小野田建築 森田河合川西 建築業

（株）キヴィス 啓 蒙 円 山 サービス業

（株）桔梗 永 平 寺 建設業

（株）木村外構 中 藤 建設業

ＴＨＲＥＥ　ＷＩＮ（合同） 麻 生 津 物流サービス業

（有）相互産業 森田河合川西 縫製業

ダイキンHVACソリューション北陸（株）　福井支店 啓 蒙 円 山 機器販売卸

髙岡創建（株） 社 建設業

（株）高木コーポレーション 東 部 建築板金業

（株）高野電工 社 電気工事

（株）武田塗装 明 新 建築塗装業

（有）辻事務機商会 日 之 出 小売業

ＴＯＴＯ（株）　福井営業所 中 藤 各種建設用設備機器の製造販売

（株）とまと製本 明 新 製本業

（株）富商 啓 蒙 円 山 不動産

（株）日東調査設計 西 部 測量業、建設コンサル業

（株）ビジョン 中 藤 建設業

Ｂｅｓｔ　ｓｔａｎｃｅ（株） 和 田 コンサルタント

（株）三上 明 新 建設業

ユアーズホスピタリティマネジメント（株） 大 手 宿泊業

ラヴィダロサ（合同） 中 央 飲食業

（株）楽信建築 啓 蒙 円 山 建設業

（令和７年１〜７月）
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ののの
福井県連福井県連 活動状況活動状況

第13回定時総会の開催第13回定時総会の開催

正副会長・委員長名簿正副会長・委員長名簿

　公益社団法人福井県法人会連合
会は令和７年６月19日、ザ・グ
ランユアーズフクイ「天山の間」
で、第13回定時総会を開催した。
　当日は金沢国税局課税部長にご
臨席賜り、ご祝辞を頂戴した。
　総会では、令和６年度収支決算
が承認され、理事会承認事項である令和６年度事業報告や、令和７年度事業計画、収支予算が報告
された。
　総会後の記念講演会では、大崎洋氏による「大阪・関西万博から世界へ」と題した講演を開催した。

役　職　名 法人会名 氏　　名 法　人　名

会 長 福 井 吉 岡　 正 盛 吉岡幸（株）

副 会 長 敦 賀 家 髙　 伊 知 郎 （株）家髙

〃 南 越 田 中　 大 成 田中建設（株）

〃 小 浜 荒 木　 和 之 （株）荒木

〃 奥 越 阿 部　 光 郎 （株）エビヤ書店

〃 坂 井 出 口　 隆 弘 （株）エクシート

〃 福 井 熊 澤　 喜 八 郎 熊澤商事（株）

総務委員長 福 井 熊 澤　 喜 八 郎 熊澤商事（株）

組織委員長 小 浜 平 田　 寛 明 （有）平田木材店

税制委員長 敦 賀 谷 口　 清 治 大鉄建機（株）

広報委員長 南 越 三 田 村　 久 光 （株）三田村工務店

研修委員長 奥 越 木 下　 克 則 （株）Ｋ２アドバンスト

厚生委員長 坂 井 古 市　 孝 一 古市（株）

（令和７年・８年度）
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　令和７年度においても“春の交通安全キャンペーン〜子どもを交通事
故から守ろう〜”をスローガンにした「交通安全ひよこ手帳」運動に協
賛している。この交通安全キャンペーンは、お子様の交通安全意識の高
揚と、独り歩きを始められたお子様の交通安全を願い、福井県下の新入
学児童全員に「ひよこ手帳」を配布している。今年の贈呈式は、県下入
学式に合わせて４月８日（火）に行われた。
　また、この手帳には「交通事故損害保険」が付いている。
　この協賛事業も今年で25年目になり、学校関係者からは非常に喜ばれ
ている。

「ひよこ手帳」運動に協賛「ひよこ手帳」運動に協賛

法人会カップ2025法人会カップ2025　ＵＵ――12福井県少年サッカー大会12福井県少年サッカー大会

【日 時】　令和７年７月５日（土）
【会 場】　日東シンコ－スタジアム丸岡

優　勝　　武生FC・ブルーキッズ

準優勝　　立侍FC

第３位　　中郷FC

敢闘賞　　森田FC

本年も「税金クイズ」を実施本年も「税金クイズ」を実施

　税に関心を持ってもらうため、三者択一の「税金クイズ」を“法人会CUP 2025 Ｕ-12福井県
少年サッカー大会”及び“中学駅伝＆わんぱく駅伝”に出場した選手に実施している。このクイ
ズの全問正解者には図書カードを渡しており、非常に好評で毎年応募者が増加している。
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税務署からのお知らせ
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税務署からのお知らせ
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福井支店
〒910−0023 福井県福井市順化1−21−1 ニッセイ福井ビル５F
TEL.0776−22−1552　FAX.0776−22−5513
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